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以下、本参考資料の改訂履歴です。

改訂履歴

Ver. 作成/更新日 改訂要旨

初版 2019.11.05 新規作成

第2.0版 2020.01.28 Version2追加機能について追記

第2.1版 2020.03.12 Slackのスコープ設定の仕様変更に対応

第3.1版 2020.04.20 Version3.1追加機能について追記

第4版 2021.02.18 Slackのメンションを使った通知方法について追記

第5版 2021.07.12 Bot通知の利用設定について追記。

第6版 2021.11.04 全体構成変更（通知手段、アプリでまとめる）
添付ファイル取得用APIトークンの発行について追記

第7版 2022.02.03 Bot通知の利用設定について追記。

第8版 2022.08.17 LINE WORKS API2.0に対応



改訂履歴

Ver. 作成/更新日 改訂要旨

第9版 2023.06.29 LINE・Google Chatについて追記

第10版 2023.07.11 LINE WORKSのchannel ID(ルームID)の確認を変更

第11版 2023.09.04 LINEユーザID取得用の弊社提供ツールについて追記
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メール



【メール】SendGridAPIキーの取得1

Setting>API Keysを選択 Create API Keyを選択

SendGridダッシュボード画面



【メール】SendGridAPIキーの取得2

任意のAPIキー名を入力

Full Accessを選択

Create & Viewで作成

APIキーが作成され、キーをクリックすることで
クリップボードにコピーされます。

APIキーは一度しか表示されないため、
安全な場所に保存してださい。

SendGridAPIキーには取得したAPIキーを、
SendGridAPI送信者には送信者のメールアドレスを入力してください。
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Slack



【Slack】使用するtokenを決める

Smart at message for kintone
に設定する通知先

メンション
の有無

Slackの通知場所 使用するtoken

ダイレクトメッセージID（メン
バーIDまたはユーザー名）

有 App Bot

有 ダイレクトメッセージ User ※2

チャンネル
（本文にメンションあり）※1

有 チャンネル Bot

有 チャンネル User ※2

チャンネル
（本文にメンションなし）※1

無 チャンネル Bot

無 チャンネル User

※1 本文のメンションは、「<@メンバーID>」または「 <@ユーザー名> 」の形で入力する。
※2 使用するtokenがUserの場合、通知の送り主はslackアプリ設定時のログインユーザとなる。その場合、

「メンション有」の設定を実施しても、 slackアプリ設定時のログインユーザにメンションは届かない。

下表を参考に、使用するtokenを決めます。tokenによって、作成手順が異なります。

Bot  【Slack】OAuth トークンの取得（Bot・User共通）の後、【Slack】Bot user OAuth トークンの取得1～4
User 【Slack】OAuth トークンの取得（Bot・User共通）の後、【Slack】User OAuth トークンの取得1～3



【Slack】OAuth トークンの取得（Bot・User共通）

①Slackにログインする

➁アプリの作成
 https://api.slack.com/
上記のサイトからSlack Appを作成してください。

任意のアプリ名を入力

アプリを作成する
ワークスペースを設定

画面が遷移し、Slack App作成の
モーダルウィンドウが表示されます。

Create Appで作成

https://api.slack.com/


【Slack】Bot User OAuth トークンの取得1

③スコープを設定する

「Bot Token Scopes」 の
Add an OAuth Scopeをクリックして、

スコープを追加する



【Slack】Bot User OAuth トークンの取得2

③スコープを設定する（続き）

セレクトボックスから
「chat:write」 
「chat:write:customize」を選択

スコープが設定される



【Slack】Bot User OAuth トークンの取得3

④アプリの名前を設定する

Botの名前

Botの表示名



【Slack】Bot User OAuth トークンの取得4

⑤アプリをワークスペースにインストールし、Bot User OAuth Tokenを発行する

Bot User OAuth Tokenが発行されるので、
コピーして使用する

OAuth & Permissions
からもTokenにアクセスできる



【Slack】User OAuth トークンの取得1

③スコープを設定する

「User Token Scopes」 の
Add an OAuth Scopeをクリックして、

スコープを追加する



【Slack】User OAuth トークンの取得2

③スコープを設定する（続き）

セレクトボックスから
「chat:write」を選択

スコープが設定される



【Slack】User OAuth トークンの取得3

④アプリをワークスペースにインストールし、User OAuth Tokenを発行する

User OAuth Tokenが発行されるので、
コピーして使用する



Slackでダイレクトメッセージへ通知する場合は、送信するユーザーの「メンバーID」または「ユーザー名」
を設定する必要があります。

＜メンバーIDの場合＞
①送信したいユーザーを選択します。
②プロフール写真を選択します。
③プロフィールメニューを表示します。
④「メンバーID」が表示されます。

【Slack】ダイレクトメッセージIDの取得1

①

②

③

④

通知先入力ウィンドウSlackの画面



＜ユーザー名の場合＞
ユーザー名は、アカウント情報で確認するため、送信先本人へ確認が必要となります。
①メニューを表示します。
②「プロフィール＆アカウント」を選択します。
③プロフィールメニューを表示します。
④アカウントを選択します。
⑤アカウント画面でユーザー名を確認します。
⑥ユーザー名の先頭に「@」を付けて設定します。

【Slack】ダイレクトメッセージIDの取得2

①

②

③

④

通知先入力ウィンドウ

Slackの画面

⑤

⑥



【Slack】チャンネルIDの取得
Slack画面

通知先入力ウィンドウ

通知を送信したいチャンネルの名前を、通知先入力ウィンドウのチャンネルID入力欄に入力します。



【Slack】チャンネルにアプリを追加する

Slack画面

Botとしてチャンネルに通知する場合、チャンネルにアプリを追加する必要があります。

クリックして詳細を開く

アプリ追加をクリックする

追加をクリックするとチャン
ネルにアプリが追加される
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Chatwork



【Chatwork】APIトークンの取得

API設定からAPI Tokenを選択

パスワードを入力し、表示をクリックする

APIトークンが表示されるため、
これをコピーし使用する



【Chatwork】ルームIDの取得

通知を送信したいルームを開き、右上の歯車マークから
「グループチャットの設定」を選択します。

グループチャットの設定画面の下部にルームIDがあるので、
これを通知先追加ウィンドウのルームIDの項目に入力します。
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LINE WORKS



【LINE WORKS1.0】API IDとServer API Consumer Keyの取得1

Developer Console（https://developers.worksmobile.com/jp/console/openapi/main）

API ID, Server API Consumer Key, Server ID,認証キー（ Bot No以外）は、APIより取得
します。情報取得には権限が必要です。管理者の方へお問合せ下さい。

APIを選択

https://developers.worksmobile.com/jp/console/openapi/main


【LINE WORKS1.0】API IDとServer API Consumer Keyの取得2

API IDとServer API Consumer Keyを発行する
API IDが表示されるため、
これをコピーし使用する

Server API Consumer Keyが
表示されるため、

これをコピーし使用する



【LINE WORKS1.0】Server IDと認証キーの取得

Server List（ID登録タイプ）を追加する
任意のサーバー名を入力

前ページで作成したKeyを選択

Server IDが表示されるため、
これをコピーし使用する 認証キーをダウンロードし

使用する

追加を選択



【LINE WORKS2.0】Client IDとClient Secretの取得1

Developer Console（https://developers.worksmobile.com/jp/console/openapi/main）

Client ID, Client Secret, Service Account ID,認証キー（ Bot ID以外）は、APIより取得します。
情報取得には権限が必要です。管理者の方へお問合せ下さい。

API2.0を選択

https://developers.worksmobile.com/jp/console/openapi/main


【LINE WORKS2.0】Client IDとClient Secretの取得2

アプリの新規追加を選択
Client IDが発行されるため、

これをコピーし使用する

Client Secretが表示されるため、
これをコピーし使用する

botを選択して
保存をクリック

追加をクリック

管理をクリック

保存をクリッ
ク



【LINE WORKS2.0】Service Account IDと認証キーの取得

Service Accountを発行する

OKをクリックして発行するOKをクリックして発行する

OKをクリックして発行する

認証キーをダウンロードし
使用する

Service Accountが
発行されるため、

IDをコピーし使用する

Private Keyの
「発行/再発行」を

クリック



【LINE WORKS】Bot Noの取得1

Botを選択

Developer Console

Bot Noは、Botより取得します。

登録を選択



【LINE WORKS】Bot Noの取得2

※通知を行うには、さらに管理者画面で
次ページ以降のBotの利用設定を行ってください。

https://admin.worksmobile.com/

任意のBot名を入力

説明を入力
Bot Noが表示される

主担当を選択

使用するAPIのバージョンを選択



【LINE WORKS】Bot 通知の利用設定1

Botの通知を行うために利用設定をする方法です。

LINE WORKSの管理者画面からbotを追加された際、まだbotが使用ができないため、
利用できるように設定をします。

「bot追加」ボタンをクリックします。https://admin.worksmobile.com/
LINE WORKS管理画面から設定を行います
。

https://admin.worksmobile.com/


【LINE WORKS】Bot 通知の利用設定2

Botが追加されても、まだ使用権限が0人のため、通知利用ができるように設定します。

LINE WORKSのBot 詳細画面を表示し
「修正」ボタンをクリックします。

使用権限、公開設定を有効にして、
「保存」ボタンをクリックします。

使用権限が変更されていることが
確認できます。

※公開設定を有効にすると、使用権限があるメンバーの
アドレス帳に表示されます。



【LINE WORKS】トークルームにBotを追加

[トークルーム作成] - [トークルーム] を
クリックします。

作成したBotをトークルームに追加して、トークルームに通知が飛ぶようにします。

メンバー選択画面で必要なメンバーを選択し、「Bot」タブから
作成したBotを追加。「OK」ボタンをクリックします。



【LINE WORKS】アカウントID の取得

①アドレス帳を表示します。
②送信したいユーザーを選択します。
③「アカウントID」が表示されます。

通知先入力ウィンドウ

①

② ③



【LINE WORKS】channel ID（ルームID） の確認

右上のメニューから「チャンネ
ルID」を表示すると確認するこ

とができます。

※トークルームに通知する際は、作成したBotがトークルームに追加されている必要があります
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LINE



【LINE】チャネルアクセストークンの取得

LINE通知を行う場合、LINEの公式アカウントが必要となります。
また、チャネルアクセストークンの取得には、管理者権限のアカウントが必要になり
ますので、事前に準備をお願いします。

LINE公式アカウントにログインし、管理画面上の歯車マーク（設定）をクリックします。



【LINE】チャネルアクセストークンの取得

左メニューの「Messaging API」を選択し、「Messaging APIを利用する」ボタンを押
してください。



【LINE】チャネルアクセストークンの取得

「プロバイダーを選択」の画面で、プロバイダーの作成やすでに作成済みのプロバイダー
を選択し、「同意する」ボタンを押します。



【LINE】チャネルアクセストークンの取得

「プライバシーポリシーと利用規約」の画面で、任意で「プライバシーポリシー」、
「利用規約」を入力し、「OK」ボタンを押します。



【LINE】チャネルアクセストークンの取得

「Messaging APIを利用」の画面で、内容を確認し、「OK」ボタンを押します。
これにより、Messaging APIの利用が可能になります。



【LINE】チャネルアクセストークンの取得

続いて、LINE Developers(https://developers.line.biz/console/)にログインし、
前ページで指定したプロバイダーを選択します。
チャネルアクセストークンを取得するチャネルを選択します。



【LINE】チャネルアクセストークンの取得

「チャネル詳細設定画面」が表示されるので、「Messaging API設定」をクリックしま
す。画面下部にあるチャネルアクセストークンの「発行」ボタンでチャネルアクセスト
ークンを取得することができます。



【LINE】ユーザーIDの取得

弊社提供ツール（Smartat line id tool）を使用したユーザーID取得方法について説明します。
本ツールは未認証アカウントからはユーザーIDを取得できません。

※弊社提供ツールを使用しない方法については、下記サイトを参考にしてください。
https://developers.line.biz/ja/docs/messaging-api/getting-user-ids/#what-is-user-id

①Smartat line id toolのセットアップ

以下のURLより、Smartat line id toolをダウンロードし、解凍後にセットアップアプリの実行ファイルを
ダブルクリックして、セットアップを開始する。

https://smartat.jp/static/downloads/smartat-line-user-id-tool-1.0.0-setup.zip

使用するユーザーを選択して「次へ」
を押す

インストール先フォルダを選択して
「インストール」を押す

「完了」を押してウィザードを
閉じる

https://developers.line.biz/ja/docs/messaging-api/getting-user-ids/#what-is-user-id
https://smartat.jp/static/downloads/smartat-line-user-id-tool-1.0.0-setup.zip


【LINE】ユーザーIDの取得

②ユーザーIDの取得

Smartat line id toolを起動し、チャネルアクセス
トークンを入力して「実行」を押す

取得に失敗するとステータス
コードが表示されます。

ユーザーIDが記されたCSVファイルの
出力先を指定して「保存」を押す

出力完了
※ステータスコードの詳細は以下のサイトを参照ください。
https://developers.line.biz/ja/reference/messaging-api/#status-codes

https://developers.line.biz/ja/reference/messaging-api/#status-codes


【LINE】ユーザーIDの取得

Smartat line id toolはコマンド実行も可能です。

ツールのインストール後、ツールのデフォルトのインストール先フォルダは下記になります。
C:¥Users¥[ユーザーフォルダ]¥AppData¥Local¥Programs¥smartat-line-user-id-tool

コマンド実行する際、ツールのインストール先のフォルダへ環境を切替てツールを実行して下さい。
（例）cd C:¥Users¥[ユーザーフォルダ]¥AppData¥Local¥Programs¥smartat-line-user-id-tool

smartat-line-user-id-toolのインストール先で下記のコマンドを実行してください。
smartat-line-user-id-tool.cmd -c -t [チャネルアクセストークン] -o [保存ファイル名]
（例）smartat-line-user-id-tool.cmd -c –t  “xxxxxxxx” -o “userid.csv"



【LINE】注意点/エラーステータス

■注意点
Smartat line id toolはWindows PC用のツールです。

■エラーステータス
401 Unauthorized 有効なチャネルアクセストークンが指定されていません
→ チャネルアクセストークンに誤りがある場合に発生します。

403 Forbidden リソースにアクセスする権限がありません。ご契約中のプランやアカウントに付
与されている権限を確認してください。
→ 認証済みアカウントではない場合に発生します。

エラーが発生した場合は、ステータスコードを以下のサイトで確認してください。
https://developers.line.biz/ja/reference/messaging-api/#status-codes

https://developers.line.biz/ja/reference/messaging-api/#status-codes


50

Google Chat



51

【Google Chat】スペースの作成

Google Chatでスペースを作成し、Webhookを設定します。
Webhookの設定には有料のGoogle Workspaceアカウントが必要になります。

GoogleChatを起動して、スペースの「＋」
をクリックして、「スペースの作成」を選択

任意のスペース名を入力し、
作成を選択
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【Google Chat】Webhook URLの取得

生成されたWebhook URL を
コピーして使用する

サイドバーでスペースを選択し、
スペース名横の「▼」をクリックし
て、「アプリと統合」を選択

「Webhookを管理」を選択

任意のWebhook名を入力し、
保存を選択
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Teams



【Teams】チャネルの設定1

Teamsでチームを作成し、チャネルを追加します。
チャンネル作成には権限が必要です。メニューが表示されない場合は、管理者の方へお問合せ下さい。

チームの右クリックから
チャネルを追加を選択



【Teams】チャネルの設定2

チャネルのコネクタを構成します。

チャネルの右クリックから
コネクタを選択

Incoming Webhookの
構成を選択



【Teams】チャネルの設定3

完了を選択

任意の IncomingWebhook 接続名を
入力

作成を選択



【Teams】Webhook URLの取得1

チャネルのコネクタの管理画面を
表示します。

チャネルの右クリックから
コネクタを選択

構成済みを選択



チャネルのコネクタ管理画面の下方に
Webhook URLが表示されます。

【Teams】Webhook URLの取得2

Webhook URLが表示されるので、
コピーして使用する

Incoming Webhookを選択すると
管理ボタンが表示される

管理を選択
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Webhook



【Webhook】IFTTTの設定1

右上の人物アイコンから
Createを選択



【Webhook】 IFTTTの設定2

クリック



【Webhook】 IFTTTの設定3

「Webhook」と入力して絞り込む

結果からWebhooksをクリック



【Webhook】 IFTTTの設定4

任意の名前を入力して
Create triggerをクリック



【Webhook】 IFTTTの設定5

クリック

連携するアプリを選択



【Webhook】 IFTTTの設定6

選択したアプリケーションの
設定を行いクリック

※ここの設定は選択されたアプリ
ケーションごとに異なります。



【Webhook】Zapierの設定1

Make a Zap! を選択



【Webhook】Zapierの設定2

Webhook by Zapier
を選択



【Webhook】Zapierの設定3

Catch Hookを選択して
CONTINUEをクリック



【Webhook】Zapierの設定4

クリックしてURLをコピー



【Webhook】Zapierの設定5

コピーしたURLを貼り付け

プラグイン設定画面のテスト送信機能を利用して
Bodyのパラメータを設定します。

任意のパラメータを設定して送信

※POSTリクエストが送信できれば良いので
Postman等のHTTPクライアントでも可能です。



【Webhook】Zapierの設定6

クリック

処理中になります



【Webhook】Zapierの設定7

しばらくするとZapierの設定5で送信したリクエスト
が表示されるのでDone Edithingをクリック



【Webhook】Zapierの設定8

クリック

連携先させる任意のアプリケーションの
設定を行います。



【Webhook】MS Flowの設定1

アプリの中からPower 
Automateを選択

※既存で無い場合は追加してください。



【Webhook】MS Flowの設定2

作成を選択



【Webhook】MS Flowの設定3

インスタント フローを選択



【Webhook】MS Flowの設定4

HTTP 要求の受信時を
選択して作成



【Webhook】MS Flowの設定5

クリック



【Webhook】MS Flowの設定6

サンプルから作成を選択



【Webhook】MS Flowの設定7

任意のパラメータを設定し、
完了を選択

※重要 このパラメータをプラグインの設定で使用します。



【Webhook】MS Flowの設定8

+新しいステップをクリック

POSTで使うBodyが生成されます。



【Webhook】MS Flowの設定9

任意のアクションを選択

※マニュアルではTeamsを選択



【Webhook】MS Flowの設定10

メッセージにはHTTP 要求の設定で
作成した値も設定可能です。



【Webhook】MS Flowの設定11

挿入された状態



【Webhook】MS Flowの設定12

保存を選択して完了

※Webhook URL



【Webhook】Hangouts Chatの設定1

TOP画面のログインを選択

※重要 本マニュアルではBotの作成方法は記載しておりません。
詳しくは公式のHangouts Chat APIをご参照ください。



【Webhook】Hangouts Chatの設定2

ドメインを入力、移動先を管理コン
ソールにして移動をクリック



【Webhook】Hangouts Chatの設定3

アイコンをクリック



【Webhook】Hangouts Chatの設定4

チャットを選択



【Webhook】Hangouts Chatの設定5

クリック



【Webhook】Hangouts Chatの設定6

チャットルームを作成を選択



【Webhook】Hangouts Chatの設定7

チャットルーム名を入力
して作成をクリック

チャットルームが作成されます。



【Webhook】Hangouts Chatの設定8

Webhookを設定を選択

クリック



【Webhook】Hangouts Chatの設定9

名前を入力して保存を
クリック

Webhook URLが作成されます。



【Webhook】IFTTT Webhook URLの確認1

Home画面のWebhooksをクリック



チャネルのコネクタ管理画面の下方に
Webhook URLが表示されます。

【Webhook】IFTTT Webhook URLの確認2

Documentationをクリック



チャネルのコネクタ管理画面の下方に
Webhook URLが表示されます。

【Webhook】IFTTT Webhook URLの確認3

通知先として入力するURL

※{event}はIFTTTの設定4で入力したevent name



チャネルのコネクタ管理画面の下方に
Webhook URLが表示されます。

【Webhook】IFTTT POST Bodyの確認1

POST Bodyに入力するパラメータ



【Webhook】Zapier Webhook URLの確認1

My Zapsを選択



【Webhook】Zapier Webhook URLの確認2

作成したzapを選択



【Webhook】Zapier Webhook URLの確認3

Webhook URL



【Webhook】MS Flow Webhook URLの確認1

マイフローを選択



【Webhook】MS Flow Webhook URLの確認2

作成したFlowを選択



【Webhook】MS Flow Webhook URLの確認3

Webhook URL



【Webhook】MS Flow Post Bodyの設定

【Webhook】 MS Flowの設定7で
入力した形式を使用します



【Webhook】Hangouts Chat Webhook URL確認1

チャットルームを選択



【Webhook】 Hangouts Chat Webhook URL確認2

Webhookを設定を選択

クリック

Webhook URLが表示されます。
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【kintone】送信ログアプリの作成

テンプレートファイルを読
み込んで作成をクリック

弊社提供の送信ログアプリテンプレー
トを指定後、アプリ作成をクリック



【kintone】 APIキー（APIトークン）の発行

必要なアクセス権をチェック

送信ログの場合
- レコード追加
添付ファイル取得用の場合

- レコード閲覧

クリック

アプリの設定画面を開いてAPIトーク
ンを発行します。
※送信ログの場合は送信ログ

添付ファイル取得用の場合は
プラグインを追加するアプリの
設定画面を開いてください。

クリック
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